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燃料噴射ポンプの燃料噴射量を制御する

ラックの切欠き溝の強度が不十分なた

め、及び燃料噴射ポンプの原動機への取

付方法が不適切なため、高回転域での使

用を続けると当該ラックが折損し、エン

ジン回転が上昇して、最悪の場合、火災

に至るおそれがある。 

基準不適合箇所

改善の内容 

全車両、噴射ポンプの品番を点検し、該当品はラックの材質および形状を変更した噴射ポンプに交換する。

また、噴射ポンプの取付状態を点検し、未対策の場合は、噴射ポンプにブラケットを追加する。 

注 ：   は、交換部品を示します。 

識別：作業完了車には、助手席リヤドアピラーストライカー付近に「HD-03」の文字が記載された白黄色の

シールを貼付ける。 
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